
～生活支援コーディネーターと歩む地域づくり～

東広島市健康福祉部地域包括ケア推進課

東広島市地域包括支援センター 認知症地域支援推進員 宮崎真弓



魅力あふれる

東広島市について



●県の中央部に位置し、県内各方面からのアクセスが良好。

●市内に大学が4つある国際学術研究都市。
●周囲を低い山々に囲まれた標高200～400ｍの盆地状の地形が大部分を占める。

南東部は、瀬戸内海に面 している。

東広島市について（位置、面積等）

人 口 186,808人

65歳以上の人口 44,436人

高齢化率 23.8％

日常生活圏域 10圏域

包括数（直営） 4ヶ所

推進員数 6人

面 積 635.16ｋ㎡

名産品

日本酒
西条柿、牡蠣
赤じゃがいも

など

資料：住民基本台帳 平成30年7月末現在
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東広島市の認知症施策



第8次東広島市高齢者福祉計画・第7期介護保険事業計画（抜粋）
【基本目標】高齢者が要介護状態になっても、可能な限り、住み慣れた地域において在宅生活が継続できる基盤づくりを基本目標に掲げ、
平成37年度（2025年度）までに地域包括ケアシステムによる健康・医療・福祉が充実した地域とすることを目指します。また、地域共生
社会の実現に向け、地域包括システムの深化・推進に取り組みます。

傾聴おはなしボランティア養成

１ 健康づくり・介護予防の推進

２ 在宅生活が継続できる環境整備の推進

（３）認知症ケアの向上と地域ネットワークの構築

４ 介護保険事業の充実

３ 認知症地域支援の推進

オレンジ交流会と有志の活動

もの忘れ相談会

①認知症サポーターの養成と活用

③認知症の人と家族の地域交流

②市民への普及啓発と情報発信

認知症講演会認知症理解促進イベント認知症ケアパスの普及

認知症サポーター養成講座

認知症カフェ

多職種協働研修

認知症地域支援推進員の設置

認知症初期集中支援推進事業

（１）認知症の理解促進と支え合いづくり

（２）相談支援と医療連携体制の充実

①認知症に関する相談支援

①認知症の状態に応じた医療との連携体制

基

本

施

策

家族の会



東広島市の

はじめの一歩・・・



オレンジドクター・オレンジアドバイザー・キャラバンメイト交流会

（オレンジ交流会）

8

✽さまざまな関係者が集うオレンジ交流会

✽そのメンバーが仲間として活動している有志の会

オレンジドクター

（サポート医・

もの忘れ相談医）

オレンジアドバイザー

（認知症介護指導者・

実践リーダー研修終了者）

キャラバン・メイト

（認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ養
成講座の講師役）



はじまりは包括へのケース相談から・・・

若年性認知症対応の

家族会「あゆみの会」に

相談。個別の関わりと

支援のアドバイスをもらう。

9

Ｈ22年5月～9月 地域包括支援センターに若年性認知症の相談が続いて入る

60歳の母親。シングルマザーの娘
が介護をしている。アルコール依存
症の父親と未就学の子の4人暮らし。

60歳の夫。
突然の告知を受け、妻もうつ治療を
始めていた。

51歳の妻。
料理が出来なくなった、近所で道に
迷っていることに気づいていたが、
相談手段を知らなかった夫

認知症について、知らない（気付かない）ことが

多く、知識を持たなければならないと自覚。

認知症

地域支援に

向けて、

私たちが

できることを

考えたい。

地域の

認知症支援

関係者との

協働が

できないか。



10

認知症地域支援体制を考える

オレンジ交流会のはじまり

集まって 一緒に考えて 動いてみよう

【目的】

認知症の方が尊厳を持って地域で安心して暮らせる環境を整えていく。

【目標】

1．地域の人々が認知症についての正しい知識を身につける。

2．医療と介護、地域協働による総合的な支援体制を築く。

地域の認知症支援に携わる人に声をかけてみよう



11

いろいろな立場の人と出会い、
新しい仲間を増やしながら頑張っています

（第6回目 Ｈ25.9.12の風景から）

家族の会

ケアマネ 認知症介護指導者グループホーム
管理者

社協

施設職員ケアマネ

看護師

サポート医 ケアマネ

オレンジ
アドバイザー

社協

包括職員

参加して活動してみよう ～連携・協働～

H23.3月～



オレンジ交流会、次へのステップ！

12

【見えてきた課題】
✽ 専門医（精神科）受診へのハードルが高い（家族）
✽ 家族の対応等で困ったときに相談する場所がない（ケアマネ）
✽ 地域の中でどう関わっていけばよいのかわからない（オレンジアドバイザー）
✽ 認知症サポーター養成講座は１回だけでなくフォローアップが必要ではないか
✽ 認知症に対する偏見をなくしてご近所同士の見守りなどができる地域づくり
✽ 一人一人の事例からサポート体制を作っていく必要がある

テーマごとの
実行委員会

オレンジ
関係者会議

オレンジ
コアメンバー会議

オレンジ有志の会

垣根を越えた集まり 活動の展開 定着に向けて



テーマごとの実行委員会を立ち上げる

１．相談窓口づくり

２．社会資源マップの作成（認知症ケアパス）

３．認知症サポーターの活用



14

●認知症介護アドバイザー意識調査から見えてきた課題

 相談できる場所 ●つなげていく環境

１．相談窓口づくり

●取組みの方向性

誰が・誰に ● 相談に出向けない人にも

どこで ● 人が集まりやすい場所

具体的な活動
● 地域に出向いた相談会

● 「安心」と「次につながる」

相談できる機会
を増やす

協働の場が
広がる

メリットも！



①もの忘れ相談会の開催

社協 ケアマネ 小規模多機能施設職員
施設職員

ケアマネ

認知症介護指導者 包括職員

デイケア管理者

ケアマネ

オレンジドクター



②認知症理解促進イベント

16

脳年齢測定会

認知症サポーター養成講座



● 家族の声から

・ どこに相談したらいいかわからない
・ そもそも相談窓口があることを知らない
・ 本当に欲しい情報がない

医療機関・介護保険事業所アンケートを実施作業１

掲載内容を検討する作業２

ケアパス作成作業３

17

２.社会資源マップ作成



みんなで作り上げたものが形になる！

「認め合って、知って、共に生きる」
というサブタイトルも、

メンバーが意見を出し合い、

考えました。

挿絵に使われているのは、

家族の会の方の絵です。

どの絵も温かいぬくもりを感じます。



ボランティア活動につながる『認知症サポーターの活用』ができないか？

●身近に、自分磨きをしたいと思っている人たちがいる

●この人たちに呼びかけ、ボランティアのしくみをつくっては

●認知症サポーターも数を増やすだけではなく、その後の継続したフォローアップが必要

「傾聴・おはなしボランティア（オレンジボランティア）」の養成

３．認知症サポーター活用

認知症
サポーター
養成講座

受講

傾聴・
おはなし
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
募集

ステップ
アップ
研修
受講

（傾聴・おは
なし

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
養成研修）

オレンジ
ボラン
ティア
登録

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ
研修

（ボランティア登
録者のスキル

アップや、活動の
情報交換の場）

施設
体験

数か月後･･･

自宅
訪問



傾聴・おはなしボランティア（広報「東広島」掲載）

20

ボランティア登録者

58人
（女性53人、男性5人）

※ボランティアは

『話し相手』です。

対象者

認知症の人、または
家族



オレンジ交流会の取り組みが
キャラバンメイトの活動へ広がる！

外出が難しくなった認知症の人へ・・・

施設の大きなテレビでカープ試合観戦しよう！



業界の違うキャラバンメイトから刺激をもらう

芸陽バスの指導課長さん！

バス会社内で一人のキャラバンメイトです。

新入社員研修メニューに

認知症サポーター養成講座を

入れたり、他の運送系会社を

巻き込んだり、大活躍！！！



オレンジ交流会の取り組みが
日常生活圏域単位へ
広がる！

①西条北圏域

②西条南圏域

③八本松圏域

⑤高屋圏域

⑦福富圏域

⑧豊栄圏域

⑨河内圏域

④志和圏域

⑥黒瀬圏域 ⑩安芸津圏域



黒瀬圏域での取り組み

『黒瀬オレンジ会』
～生活支援コーディネーターと歩む地域づくり～



住み慣れた黒瀬町で安心して暮らすために必要なことを見つけよう！

はじまりはネットワーク会議でした。・・・２つの企画が動き出す・・・



包括支援センターだけでは

何もできないぞ・・・

そうだ、仲間を集めて、

一緒に考えよう！

ひとりでは何もできません・・・



黒瀬オレンジ会のはじまり

• 定 例 会 ： １回／２ヶ月

• 構成メンバー：

在宅医療推進医、民生委員児童委員会長、生活支援コーディネーター

オレンジアドバイザー、キャラバンメイト、黒瀬商工会青年部福祉部会

地域包括支援センター

27

生活支援
コーディネーター
大活躍！！



黒瀬オレンジ会の最初の取り組み

Ⅰ 普及・啓発
・全町民を認知症サポーターになる地域を目指す。
・啓発ちらしを全戸配布

Ⅱ 早期発見・早期治療
・軽度認知障害（ＭＣＩ）の人を医療につなげていきたい

Ⅲ 若年性認知症
・気軽に相談ができる場所をつくる

Ⅳ 介護者支援
・家族の認知症への理解をすすめる

Ⅴ 高齢者にやさしい地域づくり
・認知症サポーターを全世代、全住民に！
・独居を支えるための地域づくりを考える
・国際大学の教授や学生への地域づくりの参加 28



Ⅰ普及・啓発

★新しい取組み・・・
黒瀬町の中でも、『認知症を

地域で支えていかんにゃいけん』

と理解のある地域を対象に、

寸劇を通して認知症の人の気持ちを理解し、ひいては地域住民が

発信していこうという研修を実施。

29

外部のまちづくりコーディネーターにファシリテーターを依頼。

認知症を支えるまちづくりについてワークショップを行う。

しかし、研修内容の満足度が参加者に

よって大きく違った。

認知症を地域で支える気持ちはあっても、

地域住民が自ら発信していくことには

抵抗がある人もいることがわかった。
挫折・・・



Ⅰ普及・啓発

★既存の資源から・・・
黒瀬町では、年２回、

社会福祉協議会から『社協だより』

という冊子が発行される。

その中に折り込みちらしを入れる

ことになる。

30

黒瀬オレンジ会の取組みを

全町民に周知しよう！

わたしたちの取組みの

ゴールを黒瀬町全住民と

共有できるように・・・

認知症カフェやもの忘れ
相談会の告知もできます。



Ⅰ普及・啓発

★既存の資源から・・・
社会福祉協議会では、黒瀬町内の全小学校で、

福祉体験授業を展開していました。そのメニューの

中に、認知症サポーター養成講座の項目を追加！

「と～ってもよい授業になりますよ～」とＰＲ。

31

黒瀬オレンジ会メンバーと協働できる場の拡充。

目標に向かって一致団結！

必ずグループワークを取り入れ、地域のみなさんが先生に。

結果、地域の人が何回も受講する形になっていった・・・

●日頃、包括主催の研修に参加しない民生委員さんが

やって来る！子どもの魅力ってすごい！

●認知症の人へのやさしい対応方法について子どもに

伝えるため、大人も勉強を始める。

●子どもにわかりやすく伝える技術は大人も感動する！
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キッズサポーター養成講座 実施校数の推移

西条 八本松 志和 高屋 黒瀬 福富 豊栄 河内 安芸津

H25 0 0 0 1 0
0

0 1 1

H26 1 1 0 0 0 0 0 0 1

H27 1 1 0 1 1 0 0 0 1

H28 3 0 0 0 4 1 0 0 4

H29 3 0 0 0 6 0 0 1 3

（参考）
小・中
学校数

13校 6校 4校 9校 6校 3校 2校 4校 4校
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Ⅱ早期発見・早期治療

★新しい取組み・・・
これまで市中心部で行ってきた

『もの忘れ相談会』を、黒瀬町で行うことになる。

高齢者が集まる場所（スーパー等）の人たちと、

どうつながればいいのか・・・悩む・・・

35

ネットワーク会議参加者でもある商工会局長へ相談。
趣旨を説明すると、局長自ら、その場で大型スーパー店長へ電話
して、交渉。すぐに実施場所が決まる！

●行政では働きかけにくい機関には、つながり

からアプローチできる。

●商工会局長の提案から、お買い物している

高齢者対象だけでなく、ほっこり入浴目的の

高齢者も対象に！スーパー銭湯でも実施。

●商工会イベントにもブースを出店し、

黒瀬町での認知症の取組みをＰＲ！



★既存の資源から発展・・・
ひとつの居宅介護支援事業所で実施して

いた家族会を認知症カフェに移行。

黒瀬町内の主任ケアマネの取組みとして、

３つの居宅で協働運営することになる。

36

それぞれの居宅が順番に運営を行う。

個性がキラリ☆と光る内容の工夫がある。

オレンジ会メンバーの多くが参加するため、メンバー同士の交流も

でき、仲良くなる一方で、意見の相違も・・・もちろん！あります。

●黒瀬町のいろんな場所で開催されるようになり、

より多くの町民が参加しやすくなる。

●黒瀬町内主任ケアマネの取組みとなり、広報も拡大。

（居宅内や包括、医療機関等）

Ⅳ介護者支援～認知症カフェの取り組み～







大学生とのコラボ

お出かけしたくなるイベント企画があれば 外出機会が増えるかも・・・♪

⇒認知症の人やその家族がちょこっとお出かけしてみたくなる企画を、

学生が主体となり、オレンジ会メンバーと一緒に考えます。

⇒大学生との地域づくり（協働）



黒瀬商工会とのコラボ

認知症の人やその家族が外出しやすい町になったらいいな・・・♪

⇒ 『高齢者お助けマップ（仮称）』の作成へ。

黒瀬商工会青年部福祉部会と生活支援Ｃｏが協働し、商工会活性化事業を

活用し補助金をゲット！マップ作成にあたって、「認知症にやさしいお店」をつ

くっていこう！

⇒まちの商業関係者にも

オレンジリングを！



オレンジ交流会が認知症地域支援の輪に発展

平成25・26年度

有志の会
相談窓口づくり

（誰でも気軽に相談）

有志の会
認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ
の活用
（傾聴おはなし
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ）

薬剤師

歯科
医師

普及啓発
（認知症の
理解促進）

ｺｱ
ﾒﾝﾊﾞｰ

ｹｱﾊﾟｽ
作成

さまざまな関係者がつながりを模索 少しずつ声をかけあえる関係が構築 関係者の輪が広がり、活動が拡大

平成22年度まで

ご本人

市民家族
認知症介護
指導者

介護保険
事業所職員

ｵﾚﾝｼﾞｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ
（実践ﾘｰﾀﾞｰ研修
受講者）

医師
（ｵﾚﾝｼﾞﾄﾞｸﾀｰ）

行政

有志の会
相談窓口づくり

（ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰの活用）

有志の会
社会資源ﾏｯﾌﾟづくり

（ｵﾚﾝｼﾞﾏｯﾌﾟ）

オレンジ交流会

平成23・24年度



現在の課題と今後の取組みの方向性
さらに今後は･･･

オレンジ交流会

地域の中でコアになって暮
らしやすい地域と
なるよう活動

市民（さまざまな関係者）と行政が一体となった地域づくり

つながりの流れ

「活動」の広がり

「協働」の積み重ね

「信頼関係」「地域づくり」へ発展

つながりの広がり

「思い」をつなげる 交流の場づくり

オレンジ
ドクター

オレンジアド
バイザー

キャラバ
ンメイト

包括内で共有・・・課題意識の共有

個別の相談支援

つながり（家族の会へ）

「思い」の共有から活動に発展

それぞれ相互の「連携」が生まれる



圏域特性にあった取組みの
展開へ一歩一歩・・・・・

②西条南圏域

⑤高屋圏域

⑦福富圏域

⑧豊栄圏域

⑨河内圏域

⑥黒瀬圏域 ⑩安芸津圏域

④志和圏域

①西条北圏域

③八本松圏域



みなさまへのメッセージ

最初は、地域の方と一緒に協働できる関係づくり
から。まずは地域に貢献を。

相手のニーズをしっかり拾い、こちらの目標も共
有できるようになれば次のステップへ。

お互いにＷＩＮ-ＷＩＮでいきましょう♪

『まずはやってみる』精神から何事も始まります。

既存の社会資源の活用から始めると、負担なく

始められ、つながりが得られやすいかな。。。



ご清聴ありがとうございました。

有志のみんなが つながって

「認知症支援の輪」が広がっています

誰もが『仕合わせ』を得られる地域を目指して
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